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政府は「障害はない」というが……

2000年1月1日。この日、インターネットには

何が起こるのでしょうか？　その問題を解く第一

の鍵として首相官邸のホームページを覗いてみま

した。そこには、Q&Aという形で以下の文章があ

りました 。

Q：インターネットが不通になることはないか。

A：インターネットを構成するルータ等では伝送・

交換のために年号を含む情報を処理していない

ため、2000年問題により基本的な通信機能が大

きな障害を受けることは殆どないと考えられます。

Jump

正確なことは言えませんが、この回答はおそら

く隣のルーターまでという「基本的な通信」が途

切れるようなことは「殆どない」ことを意味して

いるのだと思います。

ただ、「伝送・交換のために年号を使っていな

い」という部分については、いくぶん間違ってい

ます。それは、パケットを実際に伝送・交換する

ために利用するプロトコルでは、確かに日付情報

コンピュータの西暦2000年問題が騒がれている。インターネットもコ
ンピュータが基盤となる以上、この問題を避けては通れない。世

界中のコンピュータが相互につながってネットワークを形
成しているインターネットでは、2000年問題はさま
ざまな点で浮上してくる。バックボーンとなるネ
ットワークでの問題。各 ISP内外の問題。そ
して、エンドユーザーの環境としての問題。
これらがすべて解決して初めてインターネ
ットの2000年問題が解決したことに
なる。

Xデーまでの秒読み開始
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はほとんど使われていませんが、実際の通信とは

あまり関係がないようなルーター自身の管理情報

を収集する部分の一部では、日付情報が使われ

ているのです。幸い、各ルー

ターメーカーはすでにこれらの

問題を確認して修正したもの

を提供しており、たいていのプ

ロバイダーはこれらの機器を利

用してネットワークを作ってい

ます。しかし、古くからあるネ

ットワークでは未対応の機器

が多く使われているのも事実です。

コンピュータ西暦2000年問題に関するQ&A集
［情報通信関係］より

www.kantei.go.jp/jp/pc2000/990730situmon.html

DNSの障害でサーバーがダウン

では、2000年問題でいったいどういうことが起

きるのでしょうか？　どこかのWWWサーバーが

止まるだけかもしれないし、一部のネットワーク

への接続が断たれるだけかもしれません。しかし、

「もし」こんなことが起きたらこうなる、という予

想はある程度つけられます。ここでは、1つの仮

定として、DNSに問題が起きた場合を簡単に説

明します。

ご存じの方も多いと思いますが、DNSとは

“www.domain.com”のようなドメイン名をIP

アドレスに変換してくれるサービスです。インタ

ーネットではこのIPアドレスを基に通信していま

すので、DNSがダウンしてしまうと、IPアドレス

がわからなくなり、通信そのものが始められない

という事態を引き起こす可能性があります。

実際にDNSがダウンした場合の影響をメール

サーバーの例で考えてみましょう。

メールサーバーは多くの人からのメールの配送

要求を受け、それを適当なサーバーに転送するこ

とでメールを配送しています。メールアドレスに

はメールサーバーを示すドメイン名が含まれるわ

けですから、メールを転送する際にもDNSを利用

します。このとき、DNSサーバーのダウンによっ

てIPアドレスが正しく取得できなければメールは

正しく配送されません。

もし、対象となったDNSサーバーがダウンして

いることが即座にわかれば、IPアドレスの取得失

敗ということでメールサーバーは次の処理をして

くれます。しかし、DNSに検索要求を送ったの

に、DNSサーバーの反応がないために検索タイム

アウトまで待たされると、メールサーバーは次の

処理を実行しないままそのタイムアウトを待ちま

す。このため、タイムアウトまで待っている時間

にほかのメールがどんどん到着した場合には、

次々にDNSの検索待ちのプロセスがメールサーバ

ー上で起動し、挙句の果てにはサーバーのメモリ

ーを使い尽くしてサーバーのダウンを引き起こす

可能性すらあります。幸いなことに、メールサー

バーは起動するプロセス数（処理の数）を制限す

るパラメータを持っていますので、この値を設定

していれば、サーバーに問題が出るほど多くのプ

ロセスが起動することはありません。

これは、メールサーバーだけでなく、外部から

の要求によってプロセスがいくつも起動するよう

なシステムの多くに言えることかもしれません。

機器によっては問題が起こる？

現状では、まずDNSに的を絞ると、すべての

DNSの最上位に位置するroot DNSに関しては、

世界中にある13のDNSすべて問題なしのレポー

トが出されています。一方、世界中に無数に散ら

ばるDNSに関しては、十分な

調査が行われていません。こ

のような細かいDNSはその管

理範囲の狭さから古い機器が

使われていることが多く、

2000年問題が潜んでいると言

われます。

先に多少触れましたが、

RFCに定義されているインターネットで使われる

プロトコルについては問題がないようです

（RFC2626）。しかし、プロトコルはあくまで通

信を行うための取り決めでなので、これをソフト

ウエアに実装する際にソフトウェアが日付情報を

利用している可能性もあります。特に、ルーター

などの機器に通信を監視することを目的に組み込

まれているソフトウエアは、ログに日付情報を付

けている場合が多いようです。このため、機器で

使われるプロトコルに問題がなくても、機器自体

に実装の問題がある可能性のため、その機器が

2000年問題に対応しているかをメーカーに確認

する必要がでてきます。

2000年問題においては、ここに挙げたもの以外

にも多くの問題が潜んでいます。ただ、多くの場

合それらは2000年問題に特化した問題ではなく、

いつ起こってもおかしくない日常的な問題だと言

う人もいます。これを契機に自分の身の回りのサ

ーバーなどの設定を確認し、ソフトウェアを2000

年問題に対応したものにアップデートしてみまし

DNSサーバー 

メールサーバー 

メール配送要求 
 

メール配送用のプロセスを 
次々に起動する 

 
 

メールサーバープロセス 
 
 
 

メール配送用プロセス 

メール配送用プロセス 

メール配送用プロセス 

DNSは応答を返せない 

メール配送用プロセスはDNSの 
検索をタイムアウトまで待ってしまう 

メールサーバープロセス 

2000年1月1日
インターネットに何が起こる！？
サーバーが次々にダウンする恐れがあるY2K問題

近藤邦昭（Y2K CC/JP）

DNSがダウンするとメールサーバーもダウンする
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プロバイダー間の協調が目的

インターネットは、IPのレイヤーやアプリケー

ションレベルでネットワーク同士が複雑に協調動

作しているネットワークです。このようなネットワ

ークでは、個々のプロバイダーが自分のネットワ

ークだけ守っていてもサービスを維持することは

できません。ほかのトラブルからの影響を受けて

しまうからです。最悪の場合、トラブルは連鎖す

る可能性もあります。このため、プロバイダー間

の2000年問題協調の目的で1999年9月末に

Y2Kコーディネーションセンター（Y2K CC/JP）

が設立されています。

トラブルが起きたときに、被害や混乱を最小限

にするためにインターネットの相互接続レベルで

すばやくスムーズな回復をサポートすることが必

要です。このため、Y2K CC/JPでは危機管理計

画を策定して、これを実行します。

1事前の取り組み

・当日起こりうるシナリオの分析結果に基づき、

関係者に対して調整できるものは事前にしてお

きます。

・コンタクトリストを作成します。情報としては、

たとえば、各プロバイダーに対して電子メール

が届かない場合を想定し、電話、携帯電話、

FAXなどさまざまな連絡手段を載せておく必要

があります。

2当日の取り組み

・緊急対応センターを設置し、夜間も含めて数

人で即応できる体制をつくります。

・デマ情報が流通しないように、トラブル情報な

どの情報管理を行います。インターネットの状

況をアクティブに監視するとともに、プロバイ

ダーや外からの情報を検証して正しい情報を適

切な場所に配布します。

・場合によっては、ISPに対して状況を改善する

ための調整やアドバイスを行います。

海外への啓蒙活動も行う

インターネットにはもともと国境はありません。

トラブルの波及についても、自国他国関係なく互

いに影響し合います。こういった意味から、各国

でY2K CC/Xを設立し、互いに協力して情報交

換を行っていくような仕組みが望ましいと考えて

います。この趣旨から、Y2K CC/JPが中心とな

って、米国やアジアでロードショウを行って啓

蒙・提案活動を展開しています。この結果、い

くつかの国ではコーディネーションセンター設立

に向けて始動しました。

2000年はもうすぐそこです。Y2KCC/JPでは

インターネット間での被害や混乱を最小にするよ

うに努力していきます。より詳細な情報は日本イ

ンターネット協会のウェブサイトを参照してください。

日本インターネット協会

www.iaj.or.jp Jump

はY2K CCが関与する部分 

プライベート 
ピア 

 

トランジット 

プロバイダー 

プロバイダー 
プロバイダー 

プロバイダー 

プロバイダー 

プロバイダー 

エンドユーザー 

エンドユーザー 

エンドユーザー 

エンドユーザー 

エンドユーザー 

JPNIC

JPCERT/CC

whoisサーバー 

IX

インターネットワーキング 

危機管理計画 
ルーティング/メール/ニュース 

Y2K CCはプロバイダー間のY2K問題に対応する

Y2Kコーディネーションセンターが
設立される
日本のY2K問題への取り組みが世界に波及する 荒野高志（Y2K CC/JP）
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通信事業者はほとんど対応済み

今年8月22日に2000年問題の前触れとして、

一部のカーナビが誤動作をしたのは記憶に新しい

と思います。この誤動作は事故へとつながるもの

ではありませんでしたが、コンピュータを基盤と

したインターネットも、何らかの障害が発生する

可能性はないとは言いきれません。そこで、障害

となりうる各ポイントを見ていきましょう。

ほとんどのインターネットユーザーはNTTなど

の通信事業者のインフラを利用してインターネッ

トに接続しているはずです。NTT（東日本、西日

本）はすでに今年6月に2000年問題への対応が

済んだことを発表しています。また、ほかの大手

通信事業者も2000年問題に対応済みのようなの

で、基本的には問題はなさそうです。

インターネット接続サービスを提供しているプロ

バイダーに関しては、インターネットマガジンが調査

した1999年の人気プロバイダー上位15社の2000

年対応状況を見る限り（右表）、ほとんどのプロバ

イダーは2000年問題に対応しているようです。

自分の環境をチェックしておこう

プロバイダーはユーザーが接続する環境、つま

り、モデムやルーター、パソコン、パソコン上で

動くソフトウェアの動作環境を保証しているわけ

ではありません。そこで次のものに関してチェッ

クする必要があります。

1パソコン本体に関して

各メーカーのウェブサイ

トで自分のパソコンが

2000年問題に対応して

いるかどうかを確認しておきましょう。場合によ

っては、ファームウェア（BIOS）のアップデート

をしなければならないことがあります。

2ウィンドウズに関してはマイクロソフトが2000

年問題専門のウェブページを立ち上げています

（マイクロソフト製品の一部は2000年問題に未

対応） 。マイクロソフトは「Year 2000

プロダクトアナライザー」という2000年問題解

Jump

析ソフトを提供しています。このソフトウェア

を使ってパソコンをチェックし、マイクロソフ

トのウェブサイトから新しいバージョンのソフト

ウェアやパッチを入手してインストールしてお

きましょう。

www.microsoft.com/japan/year2k/

3このほかのソフトウェアに関しては、自分がイン

ストールしているものを1つ1つ確認して各メーカ

ーのウェブサイトなどでチェックしておきましょう。

4モデムやルーターの一部の製品では不具合が発

見されていることがメーカーから発表されていま

す。基本的にファームウェアのアップデートで対

応できるので、各メーカーのウェブサイトからダ

ウンロードしてバージョンアップしておきましょう。

マッキントッシュ製品については、アップルはす

べての製品が2000年問題に対応済みであること

Jump

を発表しています。そこで、マッキントッシュを使

っているユーザーはアップル以外の製品（ソフトウ

ェアを含む）をチェックしておけばいいでしょう。

ユーザー相互の協力が必要

コンピュータチップがさまざまな機器に埋め込

まれている現在、インターネットよりも、自動車

や家電などに起こる2000

年問題のほうが切実に感

じられるかもしれません。

しかし、そうは言ってもイ

ンターネットも重要なイン

フラの1つです。しかも、

インターネットはユーザーが相互に作るネットワ

ークなわけです。したがってインターネットを使う

以上、この問題に携わるユーザーとしての自覚を

持ち、一人一人が2000年1月1日までにソフト

やハードをこの問題に対応させるといった協力的

な姿勢で取り組んでいく必要があります。

人気プロバイダー15社の2000年問題対応状況

Xデーまでの秒読み開始
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プロバイダー名
@NFITY

So-net

ODN
BIGLOBE

DTI

DREAMNET

Panasonic Hi-Ho

OCN
ぷらら
ASAHIネット

NEWEB
IIJ4U

AT&T WorldNet Service

DION
リムネット

対応状況
1999年 9月末に対応完了
ニフティマネジャーについては一部のバージョンで不具合
あり（対応済みの最新バージョンがダウンロードできる）
1999年9月末に対応完了
ポストペットなど有償、無償で提供されているソフト
も対応済み
1999年6月末で対応完了
すでに対応完了
年末年始に人員配置をして特別体制を取る予定
PC-VANサービスの専用端末ソフト「PC-VANナビゲ
ータ」バージョンによっては不具合あり（最新版入手可）
1999年11月末で対応完了
西暦2000年問題の問題発生想定日に万が一問題が発
生した場合に備えて特別人的配置を行う
1999年10月末で対応完了
CD‐ROM附属の「DREAM★NETサインアップ」は
走行試験をしていないため使用に当っては注意が必要
すでに対応完了
12月29日～1月4日までY2K専門のサポート電話を
設ける
NTTグループとして1999年6月までに対応完了
現在随時対応中
1999年9月末で対応完了
年末年始は人員配置をして特別体制を取る予定
KDDとして1999年9月までに対応完了
通信系のシステムについては1999年6月で対応完了
サービスホスト系のシステムについては1999年9月末
で対応完了
それ以外のものに対しても10月までに対応完了
すでに対応完了
年末年始は人員配置をして特別体制を取る予定
危機管理計画を策定し万が一に備える
1999年6月30日までに対応済み
すでに対応完了

関連URL
www.nifty.com/y2k/

www.so-net.ne.jp/corporation/y2k/

www.japan-telecom.co.jp/y2k/ja/y2k_index.html
www.nec.co.jp/japanese/product/ad2000/
mm.html

www.dti.ad.jp/document/y2k/

www.mbn.or.jp/info/news/other/news_4.html

home.hi-ho.ne.jp

www.ntt.co.jp/y2k/
www.plala.or.jp
www.asahi-net.or.jp/y2k/y2k.html

www.kdd.co.jp/y2k/
www.iij.ad.jp/Y2K/

www.att.ne.jp

www.dion.ne.jp/topics/2000/
www.rim.or.jp/rim/sp/newsystem/

いまからでも間に合うY2K対策
ユーザーとして気をつけておくべきことを考える 編集部
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